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路
上
生
活
者
対
策
事
業
は
、
特
別
区
内
で
路
上
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方

（
以
下
「
路
上
生
活
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
社
会
復

帰
や
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た

め
、
東
京
都
と
特
別
区
が
協
定
を
締
結
し
、
平
成
12
年

か
ら
共
同
で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

本
事
業
は
、
国
に
よ
る
法
整
備
に
先
駆
け
て
開
始
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
27
年
４
月
の
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
後
は
、
同
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
支

援
事
業
及
び
居
住
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
特
別
区
の
役
割
の
う
ち
、
巡
回

相
談
事
業
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
、
自
立
支
援
事
業
、

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
及
び
支
援
付
地
域
生
活
移
行

事
業
に
つ
い
て
は
、
共
同
処
理
事
務
と
し
て
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
（
以
下
「
特
人
厚
」
と
い
う
。）

が
事
業
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
拠
点
と
な
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
特
別
区
を
５
つ
の
地
域

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
か
所
設
置
し

て
い
ま
す
。
各
セ
ン
タ
ー
は
、
５
年
程
度
を
目
安
に
設

置
場
所
（
区
）
を
変
更
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
巡
回
相
談
事
業

巡
回
相
談
事
業
は
、
各
区
と
連
絡
・
調
整
の
う
え
で
、

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
地
域
を
巡
回
し
、
声
掛
け
や
相

談
を
通
じ
て
、
路
上
生
活
者
対
策
事
業
の
情
報
提
供
・

利
用
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
ま
す
。
比
較
的
短
期
間
で
路

上
生
活
に
至
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
早
期
相
談
・
早
期

支
援
に
つ
な
げ
る
取
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
生
活
困
窮
や
住
居
喪
失
に
至
る
要
因
が
多
様

化
し
て
お
り
、
福
祉
制
度
や
医
療
機
関
等
に
つ
な
ぐ
支

援
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら

継
続
し
て
い
る
看
護
師
同
行
で
の
巡
回
（
各
区
月
1
回

程
度
）
で
は
、
路
上
生
活
者
に
対
し
て
医
療
従
事
者
の

視
点
か
ら
健
診
や
受
診
勧
奨
な
ど
の
医
療
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
8
年
冬
期
の
路
上
生
活
者
数
は
、
3
0
7
人

（「
路
上
生
活
者
概
数
調
査
」（
令
和
8
年
1
月
東
京
都

実
施
））
で
、
前
年
同
期
よ
り
40
人
減
少
し
ま
し
た
。
令

和
7
年
度
に
巡
回
相
談
を
行
っ
た
延
べ
人
数
は

3
9
3
7
人
と
前
年
度
よ
り
6
1
8
人
減
少
し
ま
し
た
。

◆
緊
急
一
時
保
護
事
業
・
自
立
支
援
事
業

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
特
別
区
内
の
路
上
生
活
者

に
対
し
て
、
一
時
的
に
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
援
護
（
宿

所
・
食
事
・
入
浴
等
の
提
供
）
を
行
い
、
心
身
の
回
復

を
図
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
に
向
け
て

本
人
の
健
康
状
態
や
就
労
意
欲
の
把
握
、
評
価
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
利
用
者
数
は
、
平
成
20
年
度
の
3
0
5
3

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
5
年
度
以
降
は
増
加
に
転
じ
、
令
和
5
年
度
は

6
3
0
人
、
令
和
6
年
度
は
7
2
9
人
、
令
和
7
年
度

は
7
2
6
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
背
景
に
は
、

令
和
5
年
度
末
か
ら
令
和
7
年
度
末
に
か
け
て
全
セ
ン

タ
ー
の
居
室
が
個
室
に
な
っ
た
こ
と
や
、
令
和
6
年
度

か
ら
女
性
等
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
こ
と
等
の
効
果
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
年
齢
構
成
（
図
2
）
及
び
路
上
生

活
期
間
（
図
3
）
に
つ
い
て
は
、
近
年
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
若
年
層
の
利
用
や
路
上
生
活
期
間

が
短
い
段
階
で
の
利
用
が
多
く
、
早
期
支
援
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
入
所
者
に
対
し
て
就

労
相
談
や
そ
の
他
生
活
相
談
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
相

談
（
住
宅
相
談
、
法
律
相
談
、
健
康
相
談
等
）
の
機
会

を
提
供
し
な
が
ら
、
就
労
に
よ
る
自
立
や
円
滑
な
地
域

生
活
移
行
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

就
労
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
就
労
意
欲
や
生
活
状
況

に
応
じ
て
段
階
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
、
継
続
し
た
地

域
生
活
を
見
据
え
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
安
定
し
た
就
労
及
び
そ
の
継
続
の
た
め
、
就
労
相

談
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
相
談
員
が
セ
ン

タ
ー
に
常
駐
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
利
用
し
た

方
の
う
ち
74
％
が
自
立
支
援
事
業
に
移
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
立
支
援
事
業
利
用
者
の
退
所
理
由
で

は
、
就
労
自
立
が
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

路上生活者対策事業の紹介
（令和７年度実績報告）

3,053 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
人

H20年度 H26年度 R6年度R5年度

1,223 

568503

630

1,571

自立支援事業
利用者

緊急一時保護
事業利用者
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◆
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
就
労
自

立
を
果
た
し
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
等
に

転
居
し
た
方
を
対
象
に
、
安
定
し
た
地
域
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
、
訪
問
・
電
話
に
よ
る
生
活
や
就
労
面
の

相
談
・
助
言
等
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域

生
活
へ
の
移
行
直
後
は
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
不
安

を
抱
え
る
方
も
多
い
た
め
、
孤
立
防
止
の
観
点
か
ら
継

続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
就
労
自
立
し
た
方
の
84
％
が
本
事

業
を
利
用
し
、
相
談
件
数
は
延
べ
4
1
7
0
件
で
し

た
。
生
活
や
健
康
、
仕
事
等
に
関
す
る
様
々
な
相
談
・

助
言
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業

支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業
は
、
巡
回
相
談
を
通
じ

て
借
り
上
げ
住
宅
（
支
援
付
住
宅
）
へ
の
入
居
支
援
を

行
い
、
入
居
後
は
居
住
支
援
や
見
守
り
支
援
を
実
施
し

な
が
ら
、
各
自
が
契
約
す
る
住
宅
へ
の
転
居
ま
で
を
一

貫
し
て
支
援
す
る
事
業
で
す
。

本
事
業
で
は
、
路
上
生
活
が
長
期
化
し
、
高
齢
と

な
っ
た
方
等
の
路
上
生
活
者
に
対
し
て
、
本
人
の
状
態

に
応
じ
た
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
で
の
安
定
し
た

生
活
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
37
人
が
新
た
に
支
援
付
住
宅
を
利

用
し
、
前
年
度
か
ら
の
利
用
者
を
含
め
29
人
が
退
所
し

ま
し
た
。
退
所
者
の
う
ち
、
23
人
が
生
活
保
護
や
年
金

受
給
等
に
よ
り
収
入
が
確
保
さ
れ
、
地
域
生
活
へ
移
行

し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
今
後
も
特
別
区
及
び
東
京
都
と
と
も

に
、
現
に
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
「
路
上
生
活
か

ら
の
脱
却
」
と
、
路
上
生
活
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

の
「
路
上
生
活
へ
の
移
行
防
止
」
の
た
め
に
、
本
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）
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図２ 緊急一時保護事業利用者の年齢構成の推移
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